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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年7月5日(2011.7.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の経路に沿って移動し、被写体に対して異なる角度から放射線を照射する放射線源
と、
　前記被写体に対する前記放射線の照射角度によらず、前記放射線源から出力される前記
放射線の線量が一定となるように調整する線量調整部と、
　前記被写体を透過した前記放射線を検出し、放射線画像情報に変換する放射線検出器と
、
　前記放射線源を移動させて検出した前記放射線画像情報に基づき、前記被写体の断層画
像を形成する断層画像形成部と、
　を備えることを特徴とする断層画像撮影装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、
　前記被写体に対する前記放射線の照射角度を検出する照射角度検出部と、
　前記照射角度に基づき、前記放射線源から出力される前記放射線の線量が一定となるよ
うに調整する調整データを記憶する調整データメモリを備え、
　前記線量調整部は、前記調整データを用いて前記放射線源を調整することを特徴とする
断層画像撮影装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の装置において、
　前記被写体に対して異なる時間に放射線を照射する複数の前記放射線源を備え、
　前記線量調整部は、前記放射線源毎に前記線量が一定となるように調整することを特徴
とする断層画像撮影装置。
【請求項４】
　所定の経路に沿って移動し、被写体に対して異なる角度から放射線を照射する放射線源
と、
　前記被写体を透過した前記放射線を検出し、放射線画像情報に変換する放射線検出器と
、
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　前記放射線画像情報を、前記被写体に対する前記放射線の照射角度によらず、前記放射
線源から出力される前記放射線の線量を一定としたときの前記放射線画像情報に補正する
画像補正部と、
　前記放射線源を移動させて検出した補正後の前記放射線画像情報に基づき、前記被写体
の断層画像を形成する断層画像形成部と、
　を備えることを特徴とする断層画像撮影装置。
【請求項５】
　請求項４記載の装置において、
　前記放射線画像情報を補正する補正データを記憶する補正データメモリを備え、
　前記画像補正部は、前記補正データを用いて前記放射線画像情報を補正することを特徴
とする断層画像撮影装置。
【請求項６】
　請求項４又は５に記載の装置において、
　前記被写体に対して異なる時間に放射線を照射する複数の前記放射線源を備え、
　前記画像補正部は、前記放射線源毎に取得した前記放射線画像情報を補正することを特
徴とする断層画像撮影装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の装置において、
　当該断層画像撮影装置は、トモシンセシス装置であることを特徴とする断層画像撮影装
置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　第１放射線源制御部２４及び第２放射線源制御部２６は、撮影条件設定部２８によって
設定された共通の撮影条件に従い、放射線源１４、１６を制御して放射線Ｘ１、Ｘ２を被
写体１８に照射する。一方、画像処理部３８（画像補正部）は、放射線検出器２０から取
得した放射線画像情報を補正データメモリ５２に記憶されている補正データを用いて補正
することにより、放射線画像情報を、放射線源１４、１６から出力される放射線Ｘ１、Ｘ
２の線量を一定としたときの放射線画像情報に補正する。補正された放射線画像情報は、
一旦画像メモリ４０に記憶された後、断層画像形成部４２によって処理されることで、所
望の断層画像が形成される。形成された断層画像は、表示部４４に表示され、診断読影に
供せられる。
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